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 １ 課題 
     

新駅（太田～仏生山駅間）整備に向けた検討 

「新駅（太田～仏生山駅間）整備における太田駅の取
り扱い」 

新駅検討における課題 
①太田駅と新駅（太田～仏生山駅間）は、駅間が約４５０ｍと非
常に近いことから、太田駅と新駅の立地位置の調整が必要 

②県道太田上町志度線（道路管理者）との調整が必要 

新駅（太田～仏生山駅間）の課題図 

■ことでん新駅（太田～仏生山駅間）と太田駅に係る複数の整備
ケースを設定した上で、利用者、事業者など各視点からのメリッ
ト・デメリットを比較し、ことでん新駅（太田～仏生山駅間）の整
備方針をまとめていく 

【ケース１】 新駅を整備、太田駅の２駅に停車運行する案 

【ケース２】 新駅を整備、太田駅の２駅で交互に停車運行する案 

【ケース３】 新駅を整備、太田駅を統廃合する案 

１ 



 ２ 整備ケースの設定 

２ 

■新駅（太田～仏生山駅間）と太田駅による 
 整備ケース 

【ケース１】 新駅を整備、太田駅の２駅に停車
運行する案 

【ケース２】 新駅を整備、太田駅の２駅で交互
に停車運行する案 

【ケース３】 新駅を整備、太田駅を統廃合する
案 

新駅（太田～仏生山駅間）の整備ケー
スの設定と比較検討 
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【ケース１】  

新駅と太田駅の
２駅を設置、全
車両が停車 

【ケース２】 

新駅と太田駅の
２駅を設置、２
駅を交互に停車 

【ケース３】 

太田駅を新駅に
統廃合 

■整備ケース毎に下記の項目について比較、
検討を行い、新駅の整備方針を決定する。 

  ①太田駅の鉄道利用者への影響 

  ②新駅の整備効果 

  ③ダイヤの検討 

  ④コスト（整備コスト、維持管理コスト） 

全車両停車 

全車両停車 全車両 
停車 

太田駅と
交互に車
両が停車 

新駅と交
互に車両
が停車 



 ３ 検討における調査項目 

３ 

整備ケースの比較課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査項目 

②新駅の整備効果 

①太田駅の鉄道利用者
への影響 

③ダイヤの検討 

④コスト（整備コスト、維
持管理コスト） 

①太田駅利用実態調査 ②新駅の住民意向調査 

新駅整備による鉄道の
新規需要 

太田駅利用者の新駅整
備後、利用継続・利用転
換者数 

太田駅と新駅の交互停
車した場合の利用変化 

利用ニーズによる附帯
施設（駐輪場・バス停
等）の規模 



 ４ 補完調査計画 
（１） 調査概要 

４ 

①太田駅利用実態調査 

②新駅（太田～仏生山駅間）の住民意向調査 

【計画の課題】 
●新駅を整備することによる太田駅の鉄道利用者への影響 

【調査の趣旨】 
●新駅整備に伴う太田駅の取り扱いについて、既存鉄道利用者の利用意向を把握し、計画の方向
性を検討する 

【計画の課題】 
●新駅を整備することによる新規需要など鉄道利用への効果 

【調査の趣旨】 
●新駅整備による新規需要（利用者数）の把握と、利用者ニーズによる附帯施設の規模算定などを
検討する 



 ４ 補完調査計画 
（２） ①太田駅利用実態調査〔目的等〕 
 

５ 

■調査の目的 

●太田駅の既存鉄道利用者を対象に、太田駅の利用状況を把握することを目的に調査する。 

●三条～太田駅間の新駅及び太田～仏生山駅の新駅が整備された場合、２つの新駅に利用転換
する人と、太田駅を継続利用する人を把握する。 

■調査の概要                        ■調査項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 内容 

調査手段 
アンケート調査 

配布：駅で手渡し 回収：郵送 

対象者 太田駅における鉄道利用者 

調査期間 調査実施日１０月上旬 

調査規模 平日・休日の各１日（計２日間） 

調査体制 調査員は２～４名を配置 

項目 説明及び質問内容 

属性 
性別、年齢、外出頻度、交通手段
等 

太田駅の
利用特性 

利用頻度、駅までの交通手段 

新駅整備
による利
用意向 

新駅整備後の利用駅 
駅へのアクセス手段 
運行形態による太田駅、新駅の利
用意向 



 ４ 補完調査計画 
（２） ①太田駅利用実態調査〔調査票【表】 〕 

６ 

回答者の属性 

性別、年齢、外出頻度、交通手段等を
把握 



 ４ 補完調査計画 
（２） ①太田駅利用実態調査〔調査票【裏】 〕 

７ 

太田駅の利用特性 
太田駅の利用頻度、駅までの交通手段 

太田駅と新駅の交互停車した場合にお
ける鉄道の利用変化を把握 

太田駅利用者が新駅整備後において、
太田駅の利用継続と、新駅に利用転換
を把握 
また、駅へのアクセス手段を把握 

太田駅、２つの新駅の設置位置を説明 



 ４ 補完調査計画 
（３） ②新駅（太田～仏生山駅間）住民意向調査〔目的等〕 

８ 

■調査の目的 

●ことでん新駅（太田～仏生山駅間）における需要（利用者数）を検討し、整備効果を検討する。 

●ことでん新駅における駐車場、バス停等のニーズを把握し、附帯施設の規模算定をする。 

■調査の概要                        ■調査項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 内容 

調査手段 

アンケート調査 

配布：ポスティング（各世帯のポス
トに直接投函） 
回収：郵送  

対象者 
新駅（太田～仏生山駅間）の駅勢
圏の住民 

調査期間 調査実施日８月下旬～９月中旬 

調査規模 駅勢圏の住民を対象 

項目 説明及び質問内容 

属性 
性別、年齢、居住地、外出目的（通
勤、買い物等）、外出先、外出の交
通手段 

新駅の 
利用意向 

鉄道の利用意向、利用の目的、利
用の頻度、駅へのアクセス方法 

駅及び周
辺に要望
する施設 

駐輪場（定期、一時）、駐車場、休
憩スペース、公衆トイレ、バスの待
合所、タクシー乗り場、レンタサイ
クル、商業施設（コンビニエンスス
トア等） 

②ことでん新駅（太田～仏生山駅間）の需要検討調査 



 ４ 補完調査計画 
（４） ②新駅（太田～仏生山駅間）住民意向調査〔調査票【表】〕 

９ 

回答者の属性 
性別、年齢、外出頻度、交通手段等を
把握 

新駅の設置位置を説明 



 ４ 補完調査計画 
（４） ②新駅（太田～仏生山駅間）住民意向調査〔調査票【裏】〕 

１０ 

利用ニーズによる附帯施設（駐輪場・
バス停等）の規模 

新駅の利用意向 
新駅整備による鉄道の新規需要 

利用の目的、利用の頻度、駅へのアク
セス方法 

回答者の属性 
性別、年齢、外出頻度、交通手段等を
把握 



 ４ 補完調査計画 
（５） スケジュール【案】 

８月 ９月 １０月 

路
線
バ
ス
網
再
編
の 

利
用
・
意
向
調
査 

補
完
調
査 

①
太
田
駅
利
用
実
態
調
査 

②
新
駅
の
住
民
意
向
調
査 

１１ 

調査票の作成、配布準備 新駅の整備方針 
・予備設計へ 

路線バス網再編の利用・
意向調査と連携して実施 

調査の実施、調査票の回収 集計作業、需要検討 

大学の授業開始に
あわせて配布開始 

調査票の作成、調査準備 

調査の実施、 

調査票の回収 

集計作業、 

実態検討 

補完調査は、「路線バス網再編の利用・意向調査」と連携して実施する。 
また、太田駅利用実態調査は、香川大学の授業開始の１０月を待って実施する。 

調査票の作成、 
調査準備 

調査の実施、 

調査票の回収 

集計作業、 

実態検討 

バス路線再編
資料で説明 


